



















































































































多くの普遍概念 S， T， Uの内に同時に現れるもの（これを iklと呼ぼう）































































































































































犬 歩行 胎生 肺
魚 水泳 卵生 鰓







れる箇所がその少ない例である（GW 20, 220; §219）．
7  本稿では主に個別化された概念（「犬」や「ヤナギ」など）を考察の対象としているが，ヘ
ーゲルは論理学の体系，すなわち概念的体型を全体として具体的な理念と言うこともある
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論証過
























しての個体，すなわち「生命のある個体 das lebendige Individuum」（GW 
























































































































生命活動 ○ ○ ？
機能的特性 ○ ○ ？
































































































































4 4 4 4 4 4
と具体的な普遍性
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ままにすることもなく，むしろその種差が可変的な

















































22  『論理学探求』初版がヘーゲル学派に与えた影響については（Frank 1988, 251）を参照．
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